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１．主  催  東京都高等学校体育連盟バドミントン専門部 

２．主  管  東京都高等学校体育連盟バドミントン専門部Ａブロック 

３．日  時  平成２２年１月３１日（日） （予選リーグ） 

２月 ７日（日） （予選リーグ） 

         ※ 予選はいずれか１日の出場となる。 

                      ２月１１日（木） （決勝トーナメント） 

４．会  場  １月３１日 都立蔵前工業高校、都立足立新田高校、都立足立東高校、都立墨田工業高校 

都立東高校     以上５校（予定） 

        ２月７日  跡見学園高校、都立蔵前工業高校、都立小岩高校、都立足立東高校、都立東高校 

都立墨田工業高校  以上６校（予定） 

        ２月１１日 都立小岩高校他 

会場・タイムテーブルは、高体連バドミントン専門部のホームページのＡブロックのページで確 

認すること。 

５．種  目  学校対抗戦（団体戦：男女各学校対抗） 

６．競技規則  東京都高等学校体育連盟バドミントン専門部大会実施要項及び現行の（財）日本バドミントン 

協会競技規則並び同運営規程に準じて行う。 

７．競技方法  (1)学校対抗の団体戦 

        (2)予選はリーグ戦方式による。各リーグ 1位が決勝トーナメントの 1部、各リーグの 2位が決勝 

トーナメントの２部への参加ができる。 

        (3)複２組・単 1名で行い、試合順は複１・単１・複２で実施する。 

         選手は１対抗で１回のマッチのみに出場できる。 

        (4)１対抗は２マッチ先取とする。 

        (5)各リーグの順位は、勝敗数・マッチ数・ゲーム数・得点の順で決定する。 

８．参加資格  東京都高等学校体育連盟バドミントン専門部Ａブロック加盟校 

９．参加制限  (1)各校団体２チーム以内。ただし、出場予定生徒数が１０名を超える場合のみ２チームの編成が 

できます。 

※：参加申し込み後、メンバーの交換はできません。また、試合当日選手が５名に満たない 

場合は棄権となります。ただし、当日追加登録はできます。 

          (2)２チーム参加の場合はランキング順にチーム名を～Ａ、～Ｂとする。１チームは５～１０名。 

(3)１チームのみ参加の学校に限り、３～４名でも出場可能とする。 

         この場合は３マッチ中、１マッチが不戦敗となる。 

10．使 用 球  検定第一種水鳥シャトルを使用する。 

11．組み合せ  大会本部一任（新人戦の結果を踏まえシードを決定します。ただし、１校につき１チームのみ）。 

12．参 加 費  団体 １チーム  ７，０００円を郵便口座に払い込む。 

        ※通信欄に必ず、学校番号・学校名・男女別・小計・合計を記入する。 

郵便振替口座 ００１５０－０－５４５４６０ 

                   加入者名   高体連バドミントン専門部 

13．申し込み   東京都高等学校体育連盟バドミントン専門部のホームページのＡブロックのページより、所定の

大会参加申し込みシート（エクセル）をダウンロードしたものに、必要事項を入力しプリントア

ウトして払込金受領書のコピーを貼付のうえＦＡＸ送信をする。 

データは電子メールに添付ファイルをして送信して下さい。 

  ＦＡＸ送信先   ０３－３６１５－７４６３ 

                 東京都立東高校    辻村 保弘   

           電子メール  a_hsbad_higashi@yahoo.co.jp 

14．申込締切  平成２１年 1２月７日（月）～ １８日（金) 期間厳守 

15．表  彰  1部１位～３位まで賞状およびメダル。２部 1位～3位まで賞状。 

16．そ の 他  (1)高体連バドミントン専門部ホームページのＡブロックのページにてお知らせする。 

(2)受付は８：３０より行う。試合は９：００より行う。 



 

一般的な注意事項 

１．会場へ到着したら必ず受付を済ませること。（８：３０より開始する） 

２．タイムテーブルを確認しておくこと。 

３．進行の都合によりコート変更があるかもしれないので放送に注意すること。 

４．上履き、下履きの区別をしっかりすること。 

５．予選リーグの審判については同じリーグの試合を行っていない学校が行う。 

  決勝トーナメントについては敗者審判とする。ただし、タイムテーブルの１段目の試合についてはそのコー 

トで次に試合をする２段目の学校が行う。 

６．服装は上下とも（財）日本バドミントン協会大会運営規程に従うこと。また出場する選手は背中に明瞭に判 

読できる色の漢字で書いた学校名入りのマークをつけること。 

７．審判団はバドミントン競技規則に精通し、はっきりコールする。 

８．応援する人はマナーを良く守り、声を出さずに応援すること。 

９．飲食は決められた場所で行うこと。 

10．ゴミは責任を持って持ち帰ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


